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研 究 に 当 た っ て

共通研究主題

「幼児が充実 した生活 を してい くための指導 の在 り方」

幼児期 は,人 間形成の基礎 となる豊か な心情や物事に 自分か らかかわ ろうとす る意欲,健 全

な生活 を営 むために必要 な態度等が培われ る大切な時期である。 この時期 に,幼 児 は主体的 に

環境 にかか わ り,豊 か な体験 を積み重ね る ことで,活 動に対す る意欲を もっ。 また,共 感や葛

藤な どの多様 な感情体験 の中で,自 他 の存在 を認識 し,自 己を確立 して い くこ とや,人 への信

頼感 と愛情 を もち,人 と一緒 に生活す る ことの楽 しさを味わ うよ うになる。 この よ うな体験を

積み重ねて い くこどが,幼 児の生活 を充実 させて い くことにっなが るもの と考 える。

以上の ことを踏 まえ,一 人一人の幼児が友達 や教師 とのかかわ りの中で,自 分 の思 いを実現

し,相 手の こと も尊重で きる充実 した園生活を送 るためには,よ じきに何 を育てておかなけれ

ばな らな いのか,ま た,教 師の援助 はどうあ るべ きかを考 えて い くことが重要な ことである。.

そ こで,今 年度 は,共 通研究主題 を 「幼児が充実 した生活 を して い くたあの指導ゐ在 り方」

として,研 究 を進 め ることに した。研究 に当たって は,2分 科会 を構成 し,各 分科会 におけ る

研究主題及 び,研 究 内容 は次のよ うにお さえた。

第1分 科会

「一人一人 を大切 にす る指導 の在 り方
Yい じめ の 芽"を 探 る 一 」

幼 児 が 充実 した生 活 を送 る た め に は,一 人 一 人 が 安 定 し,そ の子 ら しさが 発 揮 で き,そ れ を

認 め 合 え る仲 間 が い る こ とで あ る。 しか し,最 近 の 幼 児 の 姿 か らは,不 安 定 感 や人 間関 係 の 希

薄 等,気 に な る姿 が 見 えて く る。 そ して,そ の よ うな 中 に,幼 児 期 のrい じめ の 芽 』が あ る の

で はな いか と と らえ た。 そ こで,そ の背 景 や原 因 を探 り,rい じめ の 芽 』 を生 じさせ な い た あ

に幼 児 期 に 育 て て お くべ き こ と,さ らに,教 師 の指 導 の在 り方 につ い て探 って い くこ とに した。

第2分 科会

「様 々な感情を味わ いなが ら,自 分や友達の思 いに気付 く幼児 を育て るための援助の在 り方 」

幼児が心情豊かで充実 した生活 を してい くため には,自 分 や友達の思 いを感 じ取 り,そ の思

いを実現 しなが ら,自 分 自身の大切 さに気付 いた り,友 達 とかかわ る心地 よさや友達の大切 さ

を知 った りす ることが大事なので はないか と考えた。そ こで,幼 児が遊 びの 中で様 々な感情を

味 わ う経験を通 して,ど の よ うに 自分や友達の思 いに気付いてい くのかを明 らか に し,自 分や

友達 の思 いに気付 く幼児を育て るための援助の在 り方を探 ることに した。
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一・人 一 人 を 大 切 に す る 指 導 の 在 り 方

"い じあの芽"を 探 る

1主 題設定 の理 由

今 日の,い じめ問題 は,社 会で緊急かつ重要 な課題 とな って いる。わ た したち は,「 幼児

期 において もい じめはあるのだ ろうか」 とい う疑問を もっ ところか らこの研究を始めた。

最近 の幼児の姿 を見 ると,落 ち込む と立 ち直るの に時間がかかる,楽 しいことを していて

も しらけて いる,自 分の気持 ちを思 うよ うに相手 に伝え られない等 の気 になる姿が見 られ る。

また,保 護者 は,核 家族化,少 子化 によ り地域社会の 中で,子 育て に関す る相談相手が身近

にいない ことや,情 報化 により価値観が多様化 して子育てへの不安 を もって いる。

このよ うな現状 か ら幼児期 にも"い じめの芽"が あると考え,そ の背景 を具体的 な場面を

通 して とらえ,真 に一人一人を大切 にす る指導 にっ いて考えてい きたい。

皿 研 究方 法

【研究 の構想図】

共通 研究主題

研究主題

研究のね らい

研究内容

研究方法

1幼 児が族 し姓 瀧 していくための手旨導の在り方1

b

一 人 一 人 を 大切 にす る指 導 の在 り方

"い じめ の芽"を 探 る

↓

幼 児期 の"い じめの 芽"を と らえ,

解 し,指 導 の 在 り方 を 探 る。

それが生 じた背 景か ら幼児の 内面を理

b

・幼 児期 のuい じめの 芽"と は何 か を明 らか にす る。

"い じめの 芽nを 生 じさせ な い た め に
,幼 児期 に何 を育 て な けれ ば な ら

な い か を探 る。

・幼児 一 人 一 人 を大 切 にす るた め の教 師 の 指 導 の 在 り方 を探 る。

b

(基 礎 研 究)

文 献,事 例 か ら 「い じめ」

に つ い て 明 らか にす る。

「い じめ 」 にっ いて の 共

通 理 解 をす る。

「い じめ 」が 生 じる背 景

を探 る。

(事 例研究)

研究保育

・気になる場面 を行動描写法で記録す る
。

(会話,言 葉,動 き,表 現,状 況)

《分析 ・考察の観点》

・幼児 の内面 ・友達関係 ・表現 の仕方 ・教師の

援助

事例研究

・保育の 中で気 にな る場 面の記録 を分析す る
。

・最近の保護者の価値観 を とらえる。
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皿 研 究 内 容

1酪 い じめ の 芽"と は

「い じめ 」 の 定 義 は,自 分 よ り弱 い もの に対 して 一 方 的 に,身 体 的 ・心 理 的 な攻 撃 を 継

続 的 に加 え,相 手 が 深 刻 な 苦 しみ を 感 じる もので あ る と,言 われ て い る。

幼 児 期 は,自 己 中心 的 な時 期 で あ り,探 究 心 や 自発 性 が 出 て きて 「自分 で,自 分 で 」 な

ど と言 って 自分 か ら行 動 を お こ して い る こ とを 自覚 す る 自我 が 芽 生 え る時期 で もあ る。

した が って,友 達 とか か わ りた いた め に,そ の表 現 力 が 未 熟 な こ とか ら,友 達 をぶ って

しま った り,友 達 の靴 を隠 して 関 心 を 求 め た りす る姿 が 見 られ る。 これ らの姿 は,相 手 に

と って は 苦痛 ・不快 な こ とで は あ るが,本 人 は,い じわ るを しよ う と意 識 した 行 為 で は な

い こ とが 多 く,そ の子 供 の発 達 上 の 行 為 で あ る。

しか し,最 近 の 幼 児 の 姿 を 見 る と,今 まで の 幼 児 に は見 られ なか っ た 「気 にな る姿 」 が

見 られ て きて い る。 例 え ば,「 自己主 張 はす るが,相 手 の話 を受 け入 れ られ な い 」 「トラ

ブル を避 けて 主 張 しな い」 「不 満 や 不安 定 感 の は け 口を,弱 い とみ な して い る者 にぶ つ け

る」 「落 ち込 む と立 ち直 るの に時 間 が か か る」 「楽 しい こ とを して い て も無 感 動 で あ る 」

等 の姿 が み られ る。 これ らが 一 過 性 の もの で な く,同 じ幼 児 に いっ も見 られ る姿 で あ った

場 合 は 「い じあ 」 に っ なが るで あ ろ う と考 え た 。 そ こで,気 に な る姿 を 「い じめ の 芽 」 と

と らえ,放 置 せず,指 導 を す る こ とが 必 要 で あ る と考 え,指 導 の在 り方 を探 った 。

2一 人一人 を大切 にす るとは

幼児が その子 らしさを十分発揮す るには 「自分が大切 にされている と感 じるJこ とが大

切で ある。 これ は,愛 情 と信頼関係が基盤 とな る。 この具体的な姿 と して,幼 稚園で は,

・いつで も温か く,肯 定的 に自分を見て くれている教師や友達がい る

・嬉 しい ときに共感 した り,悲 しいとき,困 っている ときに受 け止めた り,励 ま した り し

て くれ る教師や友達が いる

・自分をあ りのまま受け止 めて くれ る教師や友達 がいる

・自分のよ さを認 めて くれる教師や友達がい る

・自分で考えた ことの価 値を認 めて くれ る教師や友達 がいる等で ある。

これ らを基盤 と して,幼 児が 「自分が大切 にされている と感 じる」大切 な要素 は,次 の

点であ ると考え る。

○ 存在感……一人一人が学級 の中で存在感が ある。

○ 主体性…… 自分が活動や遊 びを して もよいとい うことが保 障され る。

○ 相互性…… 自分のや った ことに共感 し,認 あて くれ る人間関係が ある。

○ 自我の確立 ……あ りの ままの 自分でよい ことが保障 され る。
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3気 になる幼児 の姿 とその背景

(1)気 にな る幼児の姿

「気にな る幼児の姿 」を出 し合 った ところ,次 の5っ の側面が と らえ られたが,幼 児の

姿は5つ の側面 と相互 に関連 し合 って いる。

側 気 に な る
気 に な る 幼 児 の 姿 の 具 体 例

面 幼 児 の 姿

0 ・体験不 足であ ・生 き物 を物 の よ うに扱 った り,粘 土 や 砂 遊 びを 汚 が った り,歌 を

生 る 煩 さが る。

活 ・生活習慣 が身 ・新 しい活動 には不安で遊 び方を確認 してか ら始め る。

体 に付 いていな ・面倒が って遊 び場作 りや片 付けを しない。

験 い ・排泄 の習慣が身 に付 いていない。極度の偏食があ る。等

・固執性 があ る ・遊 具 ,自 分 の イ メ ー ジな どに 固執 す る傾 向 が あ る。
0
・自己調 整 が で ・衝 動 的 にぶ つ ,物 を 投 げ る等 の行 動 で 感 情 を 表 し,気 持 ち の コ ン

裏 きない トロー ルが で き な い。
の

肇
・一 番 で な い と気 が 済 まな か った り,自 分 の 思 い通 りに な らな い と

イ ライ ラ した りあ き らめ た り し,人 の 話 を聞 き入 れ な い 。 等

③ ・表現方 法が未 ・自分の思いを十分伝え られなか った り,言 葉遣 いや表現方法 がわ

表 熟であ る か らな い とあ き らめ伝 え よ う と しな か った りす る。

現 ・相手を傷付 け ・告 げ 口,か らか い,遊 びの 邪 魔,相 手 を傷 付 け る言 葉 遣 い等 を す

力 る表現 をす る る 。 等

・人 の 気 持 ち に ・自分の思 いは主張す るが相手の考 えは受 け入れ られな い。

気付かない ・友達 が 困 って いて も無 関 心 ,無 視 す る な どの 姿 が み られ る。

④ ・依 存 的 で あ る ・大 人 の顔 色 を伺 い指 示 を 待 っ 。

人 ・ トラブ ル を 避 ・友達に嫌 な事 を言われ たり遊びの参加 を断 られ た りす ると,す ぐ

間 ける にあ きらめ 自分 の気持 ちを押 さえて トラブルを避 ける。

関 ・弱 者 に 強 い 態 ・言 い 訳 を した り人 の せ い に した り,ま た,相 手 に よ り自分 の 出 し

係 度を とる 方 を変え る。

・結果で判断す

る

・で き る,で きな いで 相 手 を 評 価 す る。 等

・す ぐ落ち込む ・一 度 つ まず く と傷 付 き落 ち込 み や す い。

0 ・無気力 であ る ・知識 を 自慢す るが運動を して遊ぶ ことが 少な く,す ぐ 「疲れた」

心 と 言 う。

情 ・不安で おどお ど して いて躍 動感や生命感 に乏 しい。

面 ・無 感動 で あ る ・ 「そん なの 知 って い る」 と無 感動 で し らけ ,ま た,無 気 力 で 表情

に乏 しく,相 手の気持 ちや愛情 を感 じ取れ ない。等
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(2)気 になる幼児の姿の背景

「気 になる幼児の姿」の背景を,下 記のよ うに とらえ た。

(現状欄の番号 は気 になる幼児の姿の側面番号 であ る)

背

景

個

人

的

・

家

庭

的

な

背

景

社

会

的

な

背

景

背景か ら見 られ る現状

・子育ての相談相手が

いない(④)

・子育てへの意識が多

様化 して いる

(00● ●0)

・大入中心の生活であ

る。(① ③ ④⑤)

・簡便な生活を求め る

(O●O>

・人間関係が希 薄であ

る(① ②③④)

・テ レビの影響 が大 き

い(① ③④)

・遊 び場が減 少 してい

る(① ②③④⑤)

背 景 の 具 体 例

・子育て を教育産業 に依存 する傾 向が ある。

・親 自身が不安定な気持 ちで子供 に愛情が注 げなか った り,

愛情 はあるが表現方法が未熟 であ った りす る。

・親の意識や大人の価値観 が幼 児に も影響 して いる。

・価値観が特異であ る。

・しつけは家庭で はせず他者 に任せよ うとす る傾 向が ある。

・喧嘩を避 けたが る。

・人 との比較 をす るなどの傾向があ る。

・結果を重視 した子育ての傾向があ る。

・知識や 目に見 える ことを重視す る傾向があ る。

・育児書 によ る子育 ての傾向がみ られ る。

・自分の考えを子供 に押 しつ ける傾向があ る。

・各場 において判 断基準が違 い,子 育てに一貫性 がない。

・過干渉であ るに もかかわ らず,体 調や生活 習慣,周 囲へ の

気遣い に無関心 さが見 られ る。

・子育て にっいて他 人か ら干渉 され るのを避 け る傾向があ る。

・親の生活 リズムを優 先す る傾向が ある。

・手間をかけた りす ることを嫌 う傾向があ る。

・汚い ことやその始末 を嫌 う傾向が ある。

・少子化傾向であ る。

・幼稚園が少人数化 している。

・地域社会の人 々との心 のっ なが りが無い。

・人の嫌が ることや失敗を取 りあげて嘲笑 うマ スコ ミの影響

が強い。

・身体を思 いきり動 かす環境が少 ない。

・テ レビゲームやテ レビ視聴 など間接的 なかかわ りが多 く直

接的な体験が少な い。

気 にな る幼児の姿 は,こ れ らの背景が相互 に関連 し合 う中で見 られ る もので あると考え る。
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4Yい じめの芽"を 生 じさせないための幼児期 に育てたい こと

幼児に見 られ る気にな る姿 や背景 か ら幼児期 に育てたい内容(○ 印)を5つ の側 面か らとら

えた。 これ らの内容は5っ の側面 と複雑 に関連 して いる。

《生活体 験》

《自我の確立》

《表現 力》

《人間関係》

《心情 面》

○豊 かな具体的 ・直接的体験 ○基本的な生活 習慣

○良 い こと悪い ことの判 断 ○主体性 ○ 自己肯定感

○相手 に分か る素直な表現

○人 に対す る信頼感 ○ 他者認知

○豊 かな感情体験 ○柔軟性 ○耐性

《"い じめの芽"を 生 じさせないための各年齢 における具体的な指導 の重点》

3歳 児4歳 児5歳 児

生 ・や りたい遊びを十分す る ・い ろ い ろ な こと に興 味 関 ・ 「何 だ ろ う」 「ど う して

活 ・体を動かす心地 よさを味 心 を も って や ろ うとす る か な」 とい う好奇心や関

体 わ う ・基本 的な生活習慣を身 に 心 を もち,考 え た り試 し

験 ・生 活 の リズ ムを 整 え る 付 け,自 分 の こと は 自分 た りす る。

・園生活 に慣れ る です る

自 ・自分 の 物 と人 の 物 との 区 ・ して い い こ と
,い け な い

・自分で考えて行動す る

我 別が分か る ことが分 か る ・自分 の よ さが 分 か り,自

の ・気持 ちの立て直 しがで き ・些 細 な こ とに め げな い 信 を もっ

確 る ・自分 はで き る とい う自身 ・学級 の中で存在感 を もっ

立 ・自分 で で きた こ とを 喜 ぶ を もっ

表 ・自分の気持 ちや欲求を表 ・自分を十分発揮す る心地 ・相 手 に分 か って も らえ る

現 出す る よ さを味 わ う 表現 の仕方 をす る

力 ・嫌 な こ と は嫌 と言 え る ・自分 の思 いや欲求を言葉 ・相手 を傷っ ける言葉や言

で も友達 に伝え る い方 に気付 く

・大人 に対す る安心感を も ・友達 と一 緒 に遊 ぶ 楽 しさ ・仲 間意 識 を もっ

人 つ を味わ う ・友達 を受 け入れ る態度や

間 ・大入の言葉を聞 くことが ・友達 の話 を聞 いて ,気 持 思 いや りの気持 ちを もっ

関 で きる ちを知 った り受 け止めた ・一 入 一 人 の よ さや 違 いを

係 ・自分以外の友達の存在 に りす る 認 め合 う

気 付 き,友 達 と一 緒 にい ・友達 に対 して優 しい気持 ・友達 の頑 張 りを認 め励 ま

る心地 よさを感 じる ちを もっ す

・多様 な感情体験 を味わ う ・思 い通 りに な らな い体 験 ・や り遂げた満足 感やで き

心 ・思 い通 りにな らな い こと を通 して様 々な葛藤 を味 た時の成功感を味 わ う

情 が分か り,大 人 に支え ら わ う ・少 し難 しそ うに思 う こ と

面 れなが ら耐え る ・自分の気持 ちを調整す る
に も挑戦 し,乗 り越え る

・友達 との気持 ちの通 い合
気持 ちを もっ

いを嬉 しく思 う
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5教 師の指導のお さえ

幼児期 に育て たい ことや気 になる幼児の姿の背景を踏 まえ,次 の3っ の面か ら指導のお さ

えを検討 した。

〈温かい学級 の雰 囲気作 り〉

・学級の一人 一人 「皆が大事 な人 」で ある ことを知 らせ る。

・一人一人のその子 らしさ,よ さを見付 け,自 信を もって生活 で きるよ うな雰囲気 を作 る。

・一人一人の持 ち味を生か した指導 をする。

・感 じた こと,思 った ことを表現 した時に受 け止 あ安心感を味わわせ,自 由に話 せ るよ う

な雰囲気を作 る。

・幼児が 自分か らか かわ り,自 己を十分に発揮 して遊べ るよ うな環境の工夫をす る。

〈一 人 一 人 へ の深 い幼 児理 解 〉

・愛 され て い る満 足 感 ,安 心 感 を 味 わ え る よ うにす る。

・あ りの ま まの 姿 を 認 め ,受 け 入 れ る。

・ 「っ ま らな い ,悲 しい,悔 しい,楽 しい 」 な どの様 々な 感 情 体 験 の 場 を大 切 にす る。

・幼 児 の気 持 ちの 橋 渡 しを し,認 め合 い 受 け 入 れ合 え る姿 を育 て て い く。

・我 慢 ,っ まず きな ど の葛 藤 体 験 を乗 り越 え て い く姿 を温 か く見 守 った り支 え た りす る。

・不安 感 ,い らい らな ど原 因 も含 めて 受 け止 め,心 の安 定 を 図れ る よ うにす る。

・自分 の 思 い を態 度 や 言 葉 で表 現 し,相 手 に伝 え る大切 さに 気付 か せ る。

・相 手 の 気 持 ちを 傷 付 け た り,心 の痛 みが 分 か らな か った りす る時 は気 付 か せ る。

・周 り に は ,い ろい ろ な 思 い を も った人 が い る こ とを 知 らせ,受 け入 れ 合 え る よ うにす る。

・友 達 と共 に遊 び や 生 活 を して い く喜 び ,満 足 感 を 味 わ え るよ うにす る。

〈心の通 い合 う家庭 とのつなが り〉

・一人一入の 「その子の よさ,成 長の姿」やその 日あった ことな どを具体的に伝 えてい く。

・保護者の思 いや子育ての悩み,さ らには家庭 内の問題等,保 護者の訴 えを十分に聞いて

受 け止 めた り,実 際 の場面を通 して,共 に具体策 を考え た りす る姿勢を もっ。

・幼 児期 の発達 の筋道 をいろいろな機会を通 して具体 的に伝 えて い く。

・保護者が気軽 に相談 がで きるよ うにす る とともに,相 談 の窓口は担任教師 だけで な く,

園全体で,い つで も応 じてい く姿勢 を もっ。

・保護者同士の豊か な人間関係が作れ るよ うに,地 域の人 との心のっなが りを もっな ど開

かれた幼稚園づ くりを目指す。

・家庭 との連続性 を踏 まえて,幼 児が豊か な経験を していけ るよ うに,保 護者 と共 に考え

工夫 してい くようにす る。
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6実 践 事 例

(1)気 に な る幼 児 の事 例

① 「友 達 との 会 話 が 成 り立 たな いY児 」2年 保 育5歳 児6月

Y児 は,マ ッ トの 周 囲 に2段 重 ね で大 型 ブ ロ ッ ク(以 下KB)を 組 み 立 て なが ら 「お 前

た ち,2個,4個(2連KB,4連KBの 意 味)!」 とS児T児M児O児 に向 か って 大 き

な声 で 言 う。4人 は走 って,Y児 に 言 わ れ たKBを 運 ぶ 。Y児 はKBを 受 け取 りな が ら,

自分 で 要 求 した 大 き さで な い と 「4じ ゃな い,2,2!こ れ は しま って ら っ しゃ い。 」 と

言 って 返 す 。4人 は何 も言 わ ずY児 に従 う。 この よ うな動 きを繰 り返 し,囲 み を 作 る。

途 中で 何 も言 わ ず に抜 け たT児 が戻 り,Y児 に長 縄 を 渡 し 「縄,持 って て 。 」 と2度 言

うがY児 は無 言 で 無 表 情 。T児 は縄 を投 げ捨 て て 去 り,そ れ をY児 が 目で 追 う。

《考察》

○"い じめの芽"と 思われ る気 にな る幼児 の姿

・Y児 は,相 手 に思 い通 りに作 りたい気持 ちを言葉や動 きに出 して伝え たいが,問 い通 りに

いかなか と,い らい らした気分になる。

・Y児 が 自分の思 いを伝えよ うと して いる時には
,言 葉の きっさや行動の強 さがみ られ る。

表現方法の未熟 さ ・友達 の気持 ちに気付か ない ・気持ちの コン トロールがで きないな どの

自己中心性が見 られ る。

○教師の援助

・自己中心性が強 く,言 葉での表現 が苦手 な幼児 には,そ の思 いの橋渡 しを しなが ら友達 の

言動や気持 ちに気付かせ,互 いの気持 ちが通 じ合 う心地 よさを味わえ るようにす る。

② 「困 ってい る友達の姿を面白が るD児 とA児 」2年 保育5歳 児6月

円陣 にな り座 って集合 してい る。H児 が座 る場所 を探 しなが ら円陣の外側を歩 き,友 達

のD児 を見付けて,隣 に入 ろ うとす る。D児 は隣の幼児に体 を付 けるよ うに してH児 を入

れ ない。H児 が反対 側のD児 とA児 の 間 に行 くと,A児 は体 をD児 の方 に寄せて入れ な

い。H児 は再び,他 の場所 に入れ るか見て いる。S児 はその様子 を見て 「もっと広がろ う

と。 」とっぶや き少 し後ろに下が る。T児 が 「大 き くなあれ,大 き くなあれ。 」と歌 うよ

っに言 い,少 し後 ろに下が る。担任教師が保育室 に入 って きて 「もう少 し大 きな丸 になろ

う。 」 と声をか けると,D児 は後ろに下 が る。H児 はD児 の隣に座 る。

《考察》

○"い じめの芽"と 思われ る気 にな る幼児の姿

・D児 とA児 は既 に座 ってい るので安心 感 と優越感が ある
。H児 が隣に座 りたい気持 ちで来

た ことに気付 いて いるが,ち ょっと反応がみ たいと思 ってい る。
・D児 やA児 が力関係や

,相 手の反応 を見 なが ら行動を とって いる ことは,困 らせてい る友

達 に対 しての接 し方や表現方法 に未熟 さが あるか らと考 え られ る。

○教師の援助

・淋 しい思 いを してい る幼 児の心の痛みが分か らない ときは
,そ の幼児の気持 ちを代弁 して

相手の気持 ちが分 か るよ うにす る。
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③ 「家庭 との連 携 により,変 容の姿が見 られたA児 」2年 保育5歳 児

A児 は自己主張が強 く,園 生 活の中で,相 手 の気持 ちを受 け入れ られない,自 分 の思 うよ う

にいかない と友達 の悪 口を言 った り,遊 びをやめて しまったりす るな どい じめの芽 にっなが る

と思われ る言動 が 目立 った。教 師 は家庭 との連携 を図 りなが ら,A児 への適切 な援助 を探 った。

A児 の気 にな る姿(5歳 児4月)

OA児 は自己主張が強 く,友 達 に対 して,命 令

的な言い方や 口調が きっ くな ることがあ る。

○笑顔が少な く,教 師の言動を意識 し,注 目し

て いる。神経 質な面があ り,生 活習慣 は身に

付 いてい るが,細 かい ことを気 にす る。

OA児 は毎 日のよ うにB児 ・C児 と遊ぶが,互

いに自己主張 し合 ってい る。特 にB児 とのぶ

っか り合 いが多 く口げんかを繰 り返 してい る。

OA児 は自分の思 いが通 らない と,何 回 も不平

や不満 を言 い,時 には自分の言動 を正 当化 し

て教 師に援助 を求 めて くる こともあ る。

OA児 は 自分 にか か わ りの ない友 達の 言 動 に

は,あ ま り関心 を示 さず,自 分の思 いのまま

に動 いて いる。

OA児 の保護者は子育てや家庭 内の しつ

け には熱 心 で あ る。神 経 質 な面 もあ

り,細 か い こ とに も厳 しいよ うで あ

る。

0保 護者 はA児 を理解 しよ うとす る気持

ちが強 い。園生 活の様子 をA児 か ら聞

き,全 面的 にA児 を受け止 めてい る。

OA児 の友達関係 にも神経質にな ってお

りA児 とB児 の けんかの原因やA児 と

B児C児3人 のかかわ り方を気 に して

いる様子が見 られ る。教師 に園生活の

様子を聞 きに くる こともある。

○保護者 自身が情緒不安定 にな りが ちで

気持ちの変化が表情 に表れやす い。

OA児 たち3人 の遊 びを見守 りなが ら,個 々が

自分のや りたい こ とを言葉で伝え る ことに気

付かせ る。場面 に応 じて,教 師が個 々の考え

を伝えて い く役割を果 して い くよ うに した。

○遊具や用具な ど友達 と共有 し合 う姿を認め,

その姿勢を身 に付 け られ るよ うに した。

OA児 ・B児 ・C児 の思 いを十分 聞いた り,受

け止 めた りしなが ら教師 との信頼 関係 の中で

3人 の思 いを調整 した。

OA児 にはB児 やC児 の考え に気付 かせ,友 達

と遊ぶ楽 しさを感 じとらせ るよ うに した。

○ 口調が きっ くな りが ちな3人 に対 して,相 手

の思 いに気付かせて い った。

○保護 者が訴 えて くる悩みや不安を十分

聞 きとる機会や時 間を確保 し,保 護者

と教 師の信頼関係 を保て るよう配慮 し

た。

OA児 の園での具体 的な姿を伝え るよ う

に し,同 時に,A児 だ けで な く他の幼

児の姿 も知 らせ,幅 広 い視野でA児 を

見ていけ るよ うに助 言 した。

OA児 が,B児 ・C児 との友達 関係 の中

で 自己主張 し,時 に は自分の思 いが通

らない ことを経験 してい くことの大切

さを知 らせ ることで,理 解 を得 られ る

ように した。
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OA児,B児,C児 は自己主張 し合いなが らも毎 日3人 で遊ぶ ことが多か った。A児 とB

児 は遊具を取 り合 った り,自 分の欲求 を言 い合 った りす ることもあ り,互 いに譲 ること

がで きず,教 師が調整す るよ うに した。C児 が加わ り3人 で解決 してい くこともあ った。

○ この時期,A児 た ち3人 の遊 びにE児 が加わ ることもあ ったが,A児 はE児 に対 して 自

分の考 えを 命令的 な口調で伝 えて いる場 面が 目立 った。教師 がその ことに気付かせ る

と,納 得 した表情や態度 を見 せ るよ うになった。

OA児 は,B児,C児 との グループ活動の 中で,友 達 と考えが くい違 って 自分の思 うよ う

にいかない場 面 もあ ったよ うだが,少 しずつ 自分を抑 え,友 達の考えを受け入れていけ

るよ うにな った。

○ この頃,保 護者 はA児 が友達 に降園後の約束を断 られ た ことに本人以上 にシ ョックを受

けた。A児 が かわいそ うとい う思 いが強 く,以 後 しば らくの間降園後の付 き合 いに参加

せず,表 情 も暗か った。教師 は この状況を把握 し,保 護者 自身がA児 の気持 ちを受け止

め,励 ま し元 気付け る立場 となるよ う助言 した。 これ以後,毎 日必ずA児 と保護者両者

に声をかけ るよ う心がけ,気 持 ちをほ ぐす ように した。

↓

03学 期 にな り,A児 たちは一方 的に自分の思 いを主張 す るだけで はな く,相 手 の反応を

確かあた り,ま た相手 の言動 を受 け入れ たり しなが ら遊ぶ よ うになった。3人 で トラブ

ルを解決 し遊 びを楽 しむ様子 が見 られ た。以前 に比 べA児 の不平 不満 は少な くな った

が,教 師に訴 え ることで気持 ちを コン トロール している様子が見 られた。

○教 師 とA児 の会 話の 中で,A児 はB児 を大好 きな友達 と して思 って いる ことが分か っ

た。B児 との トラブルの中で相手の よさに気付 き,よ り深 くっ なが りを感 じとったよ う

であ る。 この ことをA児 の保護者 に伝えた ところ,A児 の気持 ちを十分理解 していなか

った ことを強 く感 じたよ うで あ った。

OA児 ・保護者共 に表情が和 らぎ精神的 に安定 した様子 が見 られ,降 園後の付 き合い も円

滑 にな った。保護者 か らは,家 庭で小言が多か った こと,A児 を ほめてあげ ることが少

なか った ことを反省 して いると教師 に話 しかけて くるよ うにな った。

〈全体考察 〉

OA児 は,友 達 と自己主張 し合 う中で幾度 とな く葛藤体 験を し,自 分 な りに気持 ちをコ ン ト

ロール し,調 整 す ることがで き るよ うになったと考え られ る。

OA児 の成長や変化 にっいては,日 々保護i者に具体的に伝え るよ う配慮 した ことで,保 護者

が安心感を もっ ことがで き,A児 のよさや あ りのままの姿を認 め られ るよ うにな った。

さ らに,A児 のた くま しさを感 じとり,自 分 自身への励 み として受 け止 めたようだ った
。

これ らの ことが,A児 への接 し方 に変化を与え,A児 は情緒 も安定 し友達 との遊 び方,自

己表現の仕方 な ど気 にな る姿 に変容が見 られた。
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② 葛藤を乗 り越えなが ら遊 ぶ幼児の事例2年 保育5歳 児10月

幼児た ちがみ こ しをかっいで遊んで いる時,S児 は拍子木,K児 は牛乳パ ックを打 ちなが

ら,み こ しの先導 の役で参加 す る。 その 時S児 が拍子木を落 とし,K児 が それ を拾 う。

幼 児 と 教 師 の 教 師や幼 児の思 い

①S児 「(K児 が)と った 。 」 と涙 ぐみ 下 を向 いて い る。 ① ②S児 はK児 に い じわ

②K児 はS児 に拍 子 木 を渡 しなが らrち が う。 」 る を され た と思 い,K児

③ 二 人 は しば ら くそ の ま ま動 か な い。 はS児 に 思 い が 伝 わ ら

④ 二 人 の様 子 を見 て い た教 師 が,「 ど う したの?先 生 知 らな い ず,二 人 共 嫌 な気 持 ちで

か ら教 え て くれ る?」 と話 しか け,二 人 の 問 に しゃが む。 い るが 自分 た ちで 解 決 方

⑤K児 「ぼ くが 拾 った の。 ・ 法 が 見 付 か らな い。

⑥S児 「Kち ゃん が とろ う と した。 」 と,小 さな 声 で 教 師 に話 ⑤ ⑥ 自分 の 思 いだ けを 主

す 。 張 して い る。

⑦ 教 師rSち ゃん はKち ゃん に と られ る と思 ったん だ 。Kち ゃ1⑦ ⑧S児 の 思 った こ とを

ん は拾 って あ げ よ う と した ん だ ね。 」

⑧ 教 師 「本 当 に と ろ うと しな い よね。 」 と念 を押 す 。 「Kち ゃ

ん も こ うい うの 欲 しいの?」

⑨K児 は,う なず く。

⑩ 教 師 は廊 下 を 歩 く。S児 はK児 の 後方 か ら教 師 を見 て い る。

K児 に伝 え,K児 に念を

押す。K児 も使いたい気

持 ちがあ ると感 じ,聞 い

てみ る。

⑩教師の意 図が分か らず

⑪獅 が楽糊 の前で止 ま・たの親 て 一一人 ともどち らか らis児 は破 を感 じる・

とな く走 りだ し,教 師 の 所 へ 行 く。 ⑪ 二 人 と も同 じよ うに教

⑫ 教 師 「ど っちが い い?Jと 何 組 か の 拍 子 木 を打 ち,K児 に選 師 の 意 図 が分 か り,嬉 し

択 させ る。 くな って走 る。

⑬K児 は気 に入 っ たの を と り,S児 に み せ る。 ⑬⑭K児 は 嬉 しい 気持 ち

⑭S児 は笑 い なが ら うなず く。 を 素 直 に表 し,S児 に見

⑮ 教 師Fこ れ み た い に した ら。 」 とひ もで つ なが って い る拍 子 せ共 感 す る。

木 をみ せ る。 ⑯ 教 師 の提 案 に興 味 を も

⑯ 二 人 は 「や って み る!」 と保 育室 に走 る。 ち,一 緒 に や ろ う とす る

《考察》

〇二 人は普段か らよ く遊んで いるが,困 った ことがある と,思 いを相手 に伝え られず 自分の こ

とを主張す るだ けで,ま だ 自分 たちで は解決で きない。

○教 師が事前か ら二人の様子を見守 り,解 決で きるよ うに互 いの気持 ちを伝え る役 臼を した り

追 い込まれて いたK児 の思 いをか なえた り した ことで 気分転換が図れ,次 の遊び にっなが っ

た。

OK児,S児 の よ うな幼児 には,葛 藤体験の場面で,自 分 たちで問題を解決 してい けるよ うに

見 守 った りコ ミュニケー シ ョンの とり方を知 らせてい くことが大切で ある。
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IVま とめ と今後 の課題

(t)研 究の まとめ

① 幼児期 のYい じめの芽nと は

わた したちは,幼 児期 に"い じあ"は あ るのだろ うか,と い う疑問を抱 きなか ら研究を始

めた。始 めに,い ろいろな文献や資料を調べてい くうちに,幼 児期 にも"い じめの芽"は あ

るので はないか とい うことが分か った。そ こで,最 近 の幼児の気 にな る姿 を見 っめてみ る と,

幼児に も,様 々な社会的背景を受 けて必死で生 きていかなければな らない厳 しい現実が ある

事 が見 えて きた。 そ こに見 られ る,無 気力,無 感動,し らける,お ちこみやすい等 の気 にな

る姿 は,幼 児の精神 的不安定感か ら発す るSOSの サイ ンと私達 は捉えた。 こう したサイ ン

を見逃 して しま うと,い じあた りい じめ られた り,と い うよ うな行動を起 こ し,"い じめの

芽nに っなが るので はないか と考え た。

また,幼 児期 の 「い じめの芽 」は,児 童期以降の 「い じあ」 と異 な り,本 人がい じめよ う

と意識 してない ことであ る。 これ は,幼 児期 は,自 己中心的で社会性の未発達な段階にあ り,

自分以外の人の存在を認 めっっ も,自 分 とのかかわ りの度合 いで行動を とる傾向があ るため

と思われ る。

② 幼児期に育てた いこと

○"い じめの芽"を 生 じさせないためには,一 人一人が安定 し,そ の子 らしさが発揮で き,

それを認め合え る人間関係を育て ることで ある。 そのたあには,自 分の よさや友達のよ さ

に気付 き,自 信や存在感を もつ と共 に相手 を尊重す る気持ちを もて るよ うにす ることであ

る。

○ 日常の生活の 中で,豊 かな具体 的,直 接 的な体験を してい く事 が大切で ある。 その中で
"い じめの芽"に っなが ると思われ る言動 は

,即,指 導を必要 とす るが,そ うで はな く,

発達 に必要 と思われ る行動 は見守 り,体 験 させ るこ とが,よ り豊かな人 間関係を育てて い

くもの と考え る。教師 は,Nい じあの芽"に っ なが る行動 と発達に必要 な体験 とを見極 め

る目を もっ こ とが大切で ある

③ 教 師の援助

○幼児が 自分 ら しさを発揮 し,互 いに認あ合え る,温 か い学級作 りを 目指 すためには,幼

児一人一人 を深 く理解す る ことが基盤で ある。

○幼児 と共 に生活 する とい う気持 ちを忘れず,教 師 自身が資質の向上 に努あ,人 間性 を磨

き,さ らに幼児の心 を育 て ることを意識 してい く事が大切で ある。

○教 師の言動 が,無 意識 の うちに,uい じめの種"を 蒔いて いないか とい う反省の もと,

教師 自身の言動 を見 直す ことが必要で ある。

○家庭 やその背 景を理解 し,保 護者の気持 ちや生活 している状況 をまず受け止め,教 師間

で教 育観 の共通化 を図 り,園 全体での協力体制を工夫す る。

② 今後 の課題

今後 は,"い じめの芽"を 生 じさせな いよう,さ らに実践 を深 め 「一人一人を大切にする

指導 の在 り方 」を探 る。
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幼児が充実 した生 活を して い くたあの指導 の在 り方

様 々な感情を味わ いなが ら,

自分や友達の思 いに気付 く幼児を育て るための援助の在 り方

1主 題設定の理 由

幼児 は心身の著 しい発達 に伴 い,環 境 に対 して積極的に働 きか けをす るよ うになる。そ し

て,人 や物 などの周 囲の環境 に対 しての興味 ・関心が高ま ると,自 ら様 々なかかわ りを もち

なが ら,嬉 しさ ・楽 しさ ・怒 りなどの様 々な感情を味わ う。 そのよ うな経験を通 して,自 分

自身の思 いに気付 いた り,友 達 とかかわ る心地 よさを感 じなが ら友達 の思 いに気付 いた りし

てい くもの と考 え る。

しか し,日 々の保育 の中で幼児の姿 を見てみる と,自 分の欲求 が出せなか った り,ど うし

た らよいか分 か らず にただ友達 にっいて行動 した り,友 達の思いを気 に止めず に行動 した り

す る姿が 目立ち,自 分の思いを実現 しようとす る力が希薄 になって いるように思われ る。 こ

うした幼児の姿か ら,幼 児が 自分 自身や友達の思いに気付 いて いないので はないか,自 分の

思 いやイメー ジが もてず に遊 びに満足 して いないのではないか,友 達 と互 いの思 いを 出 し合

いなが ら遊 びを進 め る時のか かわ り方 を知 らないので はないか と考 え る。 この時期,幼 児が

将 来にわた って人格形成 して い く上で も,"自 分の思い に気付 く"、つま り,自 分が ど うした

いのかを経験 を通 して気付 き,自 分 の思 いを実現す ることは大切であ ると考 える。

そ こで,私 たちは,幼 児が遊 んでい る時の欲求や心情を読み取 り,遊 びの中で様 々な感情

を味わ う経験 を通 して,ど のよ うに 自分 や友達の思 いに気付いてい くのかを明かに して い く

ことで,自 分や 友達 の思 いに気付 く幼児を育て るたあの援助の在 り方を探 りたい と考 えた。

そ して,こ のよ うな内面に即 した援助 を工 夫 して い くことが,幼 児が心豊 かで充実 した生活

を してい くことにっなが ると考え本主題 を設定 した。

II研 究方 法

1幼 児が好 きな遊 びの中で,自 分を出 しなが ら遊んで いると思われ る場面や,友 達 とかか

わ って遊んで い る場 面を観 察 し,自 分 や友達 の思 いへの気付 きにっ いて事 例研 究を進 め る。

2観 察記録 の分析 と考察を以下の視点で行 う。

一 「鰻;欝 蘂糠1
蕪壁

一 点El三1欝lll灘竺灘 瞬
_

3遊 びの中で様 々な感情 を味わ うことを通 して,幼 児が どのよ うに自分や友達の思い に気

付いてい くのかを明 らか に し,教 師の援助の在 り方 を探 る。
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皿 研究 内容

1主 題 のとらえ方

【様 々な感情を味わ いなが らとは】

幼児 は友達 とかかわ ることで,相 手 に自分の思いが受 け入れ られて喜んだ り,

逆 に相手 に伝わ らない ことや拒否 され ることで寂 しか った り悲 しか った りす る感

情を味わ う。 このよ うに様 々な感情 を味わ う中で,自 分の思 いと相手の思 いを比

べた り,そ の違いに気付いた りす る ととらえた。

【自分 や 友達 の思 い に気 付 く とは】

4自 分 の 思 い に気 付 く とは
,幼 児 が 環境 か らの刺 激 を 受 け,自 分 の しよ う と

して い る こ とや感 じて い る こ とが は っ き り して い く ことで はな い か と と らえ た。

例 え ば,何 を した らい いか 分 か らなか った り,友 達 の 動 きば か りを 気 に して友 達

に っ い て 動 い た りす る状 態 か ら,自 分 が 何 を した いの か,ど の よ うに した い のか

な ど,自 分 の思 いが は っ き りと して くる こ とで あ る。 そ して,「 わ た し も,や っ

て み よ うか な。 」 と動 きや 言 葉 に表 し,そ れ を繰 り返 して い くこ とで 自分 の 思 い

が さ らに は っ き り した り,友 達 の 言 動 に応 じた 自分 な りの 動 きを した り して い く

こ とで,よ り 自分 の 思 い を意 識 して い くので は な いか と考 え た。

"友 達 の思 い に気 付 く と は
,友 達 との か か わ り合 いの 中 で,相 手 が どの よ う

な考 え や感 じ方 を して い るか とい う こ とを感 じ取 る こ と と と らえ た。 例 え ば,友

達 が 喜 ん で い るの を 見 て 自分 も嬉 しい と感 じた時,友 達 と 目が合 い 同 じに嬉 しい

と感 じて い る ことが 分 か った 時 な ど,相 手 の 立 場 や 心情 な どを推 し量 っ た り,自

分 の 思 い と比 べ た り,違 い を 感 じ取 った りす る こ と と考 え た。 ま た,「 ぼ くは,

～ した いな 。 」 な ど,互 い に動 きや言 葉 で 主 張 す る中 で,自 分 とは違 う友 達 の 考

え や 思 い に気 付 くこ とが で き る と考 え た。

【充 実 した 生 活 に っ な が るた め に は】

幼 児 は,「 ～ した い 」 とい う思 いを は っ き り と意 識 して い た り,自 分 が 何 を し

た い の か わ か らな い ま ま に過 ご して いた りす る こ とが あ る。 また,「 ～ した い 」

とい う思 い も,「 ～遊 びが した い」 「～ が 欲 しい 」 とい う遊 びの き っか け に な る

思 い か ら,「 こ うい うふ うに遊 び たい 」 「も っ と～ した い」 な どの よ うに,よ り

具体 的 に鮮 明 に な った り,強 くな った りす る な ど,自 分 の 思 い に 気付 いて い く過

程 に お いて も様 々 な思 いが み られ る。 この よ うに幼 児 の 思 い に気 付 き,そ れ を 実

現 しよ う とす る こ とで 幼 児 の 充 実 した生 活 にっ なが る と考 え る。
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2自 分 や友達 の思 いに気付 くき っか けと過程

幼児の思いは,遊 びの流 れの中で常 に揺れ動いてい る。幼 児が 自分や友達の思 いに気付 く

きっかけ と過程 を事例 か ら探 った結果,様 々な きっかけがある ことが分か った。 その きっか

け と気付 きにっなが る過程 の概略 を例示す ると下記のよ うにな る。

また,気 付 きの過程 か ら,幼 児が 自分や友達の思いに気付 いてい くには,気 付 きの きっか

けとともに,そ の基盤 にな るものや,人 的,物 的環境な ど,幼 児 を取 り巻 く様 々な ものが,

互いに影 響 し合 って い くことが分 か った。事例か ら分か った気付 きの き っか け と幼児の 自分

や友達 の思いへの気付 きの例 と関連 を示す と次頁の図のよ うにな る。

(1)自 分や友達 の思いに気付 く過程 の例

・教 師や友達 の刺激 があ る 〔詳細 はP18事 例(1)参照〕

Bち ゃんCち ゃん が ハ ー トの 型 を使 って 粘 土 で ハ ー トを 作 って い る

ハ ー トの 型 を 取 り合 い して 繰 り返 し使 って い る

二 人 に 「取 り合 って は い け な い よ。 」 そん なに二人 とも使 いたいんだ

「私 は ま だ使 って な いか ら貸 して。 」

(自 分の思い に気付 く)

・友達の言動 が 自分 の思いや欲求 と違 う時 〔詳細はP22事 例(3)参照〕

僕 は,ビ ー玉 の通 る道 を一 本 に した いの に

○ ○ ち ゃん は して くれ な い

自分 の イ メー ジを伝 え る 考え は違 って もゲームを○○ ち ゃん と

作 りた い

○○ち ゃんは どうしたいのだろ う

○○ ちゃん もゲームを面 白 くしたい らしい(友 達の思 いに気付 く)

僕は嫌だ

・共通理解の必要な場面があ る場面があ る E

1友 達 に分か って もらお うと話すH友 達 の話 を聞 く
i

l友 達 の 考 え の 面 白 さが分 か ・て くる(友 達 の思 い へ の気 付 き)
1

ゲー ムを も っ と面 白 く した い

l

l認め合・嬉 び洪 劇 粕 的を実現する喜び・満足劇
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■

(2}自 分や友達 の思 いに気付 くきっか けと気付 きの例

/
/

＼ /

自分や友達の思いに気付 くきっかけ

・興味をもつ物がある

■あれ,面 白そう。使ってみよう。

圏ちょっと難 しそうだけど頑張って

やってみよう。

・遊びに対するイメージがある

■○○みたいにしたい。

■強いオー レンジャーになりたい。

★○○君あの○○のマシーンが

作りたかったんだな。

・友達の遊びに興味をもつ

■あの遊び面白そう。

■どうやっているんだろう。

★こうやって遊ぶのが面白のか。

・友達の言動が自分の思いや欲求と違 う

(左図参照)

・共通理解の必要な場面がある

(左図参照)

○安定した友達関係

○教師との信頼関係

■自分の思いの例

★友達の思いの例

o
・教師や友達の言動を見る(左 図参照)

■00ち ゃん面白いことしている。

■私もやってみよう。

■先生みたいにやってみよう。

・友達の豊かな感情表現を見る

★○○ちゃん嬉 しそうだ。

★■○○ちゃん喜んでいる。自分も嬉 しい。

■○○ちゃんに怒られた。なぜだろう。

・以前やったことを思い出す

■前やって面白かったか らまたやろう。

■前にこうやったか ら今度はこうしよう。

★あの時やったことをやろうとしているんだ。

■○○ちゃんは何を しているんだろう。

■○○ちゃんはどうするんだろう。

★○○ちゃんは○○ したかったんだ。

e

Q

○安心 して遊べる場 ・雰囲気

○興味 ・欲求を満たすものや人

○自分が認められている存在感
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3実 践事例

幼児が遊んで いる場面 を観察 した記録を14ペ ージに示 した視点で分析 ・考察 し,幼 児が 自

分 の思 いや友達 の思 いに気付 く過程 を とらえ,指 導の在 り方 を探 る。

事 例(1)

友達 と同 じ動 きをす るうちに 自分の思い に気付いてい った

A児 の事例(2年 保育4歳 児)

6月 上 旬,A児 は,何 を した い か分 か らず に い たが,C児 が 登 園 しうが い を して い るの

に 気 付 いて そ ば に 行 った。 二 人 で 金魚 の餌 を や りなが ら,rBち ゃん ど う した ん だ ろ う。j

「今 日,遅 い。 お 弁 当 ま だ作 って い るの か な。 」 「寝 坊 して い るか も。 」 な ど と,や り と

りを して い る と,B児 が 登 園 し保 育 室 に入 って きた。 二 人 は,す ぐに駆 け 寄 って 行 って,

あ い さっ を した りなぜ 遅 か った の か 聞 いた り した 。A児 は,C児 につ いて 小 鳥 に餌 や 水 を

や って い る とB児 も身 支 度 を終 えて 仲 間 に加 わ り,3人 で 小鳥 の世 話 を した。

3人 で 小鳥 の 世 話 を終 え た 時,C児 は,粘 土 で の ク ッキ ー屋 ご っ こを や ろ う と思 い,A

児B児 に誘 い か け た 。

口 は,幼 児の主な思いdは 憾 情 ☆ は,友 達の思いの気付 き

A児 の 思 い と 言 動

①私の好 きなB児,C児 と遊 びたい

・C児 が 言 って い る粘 土 の ク ッキ ー作 り

は面 白そ うだ か らや りた い と思 い,C

児 の 指 に とま る。

②好 きな友達3人 で粘土遊びを しよ う

d3人 で遊べて嬉 しい。

③C児 のまねを して丸 めよ う

・ 「これ くらい。 」 「ど っち が 大 きい。」

な ど と言 い な が ら,友 達 が 作 って い る

物 を 見 た り話 を した り して,同 じよ う

に しよ う とす る。

周 囲 の 状 況

・C児 は ,粘 土 で ク ッキ ー 屋 を しよ う と思 い

「ク ッキ ー屋 さん ご っ こす る もの この指 と

まれ。 」 と歌 うよ うに言 いな が ら誘 い,指

を 出 す。

・B児 も一 緒 に や りた いの で 指 に と ま る。

・C児 が粘 土 を 置 い た棚 の 所 で ,3人 が それ

ぞ れ 粘土 を 丸 め るが 「わ,狭 そ うね 。 こ こ

で や れ ば。 」 と言 う教 師 の言 葉 か ら,3人

で 粘 土 遊 び を す るの に よ い場 所 に 気付 き,

その 机 の と ころ に行 く。

・C児 は ,粘 土 を 持 って 丸 め な が ら,「 私 の

言 うよ うに して 。 」 と言 う。

・C児 は ,「 まだ まだ 。 」 と言 った り,B児

は,「 これ く らいか な。 」 と言 った り して

同 じ大 きさ の 団子 を作 る。

・C児 が ハ ー トの型 を使 い ,そ の後B児 と取

一18一



・2人 に 「取 り合 い はい け な い。 」 と言

↓
うが,2人 が ハ ー トの型 に執 着 して い

るの を 見 て い る う ち に 自分 も使 い た く

な る。

④ハ ー トの型 を使 ってハ ー トの形の粘

土を作 りたい

・自分 は ,ま だ使 って い な いか ら貸 して

欲 しい と主 張 し,使 う。

dハ ー ト型 の粘 土 が で きて 嬉 しい。

☆B児 は,雨 が や ん だ か ら外 で 遊 び た い

か も しれ な い 。

・自分 は ,ま だ この 遊 び を した い の で,

「や だ よ,楽 し くな い し。 」 と言 って

ス チ レ ン皿 に粘 土 を並 べ る。

り合 った り2人 で 繰 り返 し使 った りす る。

・C児 は ,A児 やB児 の様 子 か らハ ー トの 型

を机 の真 ん 中 に置 くよ うに な る。

・教 師 は ,ク ッキ ーの 入 れ物 に使 え る よ うに

ス チ レ ン皿 な どが 入 って い るカ ゴを近 くに

置 く。

・B児 が ,「 雨 が や ん だ 。 」 と言 う。

・B児
,C児 も,

粘 土 を 並 べ る 。

ス チ レ ン1皿にハ ー トの形 の

考 察

○ どの よ うな 感 情 を 味 わ って い た か

・好 き な友 達 と一 緒 に遊 べ る安 心 感 や ,友 達 と同 じこ とを す る楽 しさを 味 わ って い る。

・一 緒 に遊 び た い とい う思 いが 強 い の で ,自 分 の や りた い こ とが 友達 の 言 動 に よ り実 現 で

きな い不 満 は一 過 的 で,自 分 を 受 け 入 れ て も ら う と解 消 す る。

○ 自分 の思 い や友 達 の 思 い に,ど の よ う に気付 いて い ったか

・C児 の誘 い を き っか け に ,友 達 と一 緒 にいて,友 達 の 動 きを 見 た りま ね を した り して い

る うち に,次 第 に 自分 の や りた い こ とが は っ き り して い った 。

・ハ ー トの 型 に執 着 して 取 り合 った り,繰 り返 し使 った り して い る友 達 の 刺 激 を受 けて,
しち

自分 もハー トの型を使 ってハー トの形 の粘土を作 りたい とい う思 いに気付 き,思 いを主

張す ることにっ なが った。

・日常 のB児 とのかかわ りか ら,B児 の 「雨やんだ。 」とい う言葉でB児 の外で遊 びたい

とい う思 いに気付 いて いる。 その ことを きっかけに,自 分 はこの遊びを続 けたい という

思いを表わ してい る。,

○教師の援助

・幼児の思い に添 った教材 〈スチ レン皿 〉や,3人 で遊べ る広 さの机 に気付 くように教師

が環境を構成 した ことで,遊 びの持続 や新 たな思いを引 き出す ことにっなが った。

このよ うに,教 師が友達 とのかかわ りを通 して,自 分で 自分の思いに気付 いて いる幼

児の姿 を とらえ,幼 児が 自分の思 いを はっきりと感 じて それが実現で きるよ うに,幼 児

の思いに添 って援助す ることが大切で ある。
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事 例(2)

友達の動 きや物が きっかけにな って 自分 の思 いが はっきり して い ったD児 の事例

(2年 保育5歳 児)

登園後D児,E児,F児 は巧技台の所 で遊 ぼ うとして遊戯室に行 ったが,先 に他児が い

て,F児 は他児 と場の取 り合いの けんかにな る。D児 はけんか に入 らず様子 を見 てい る。

けんかの後,他 児 は玄関 ホールで遊び始 めた。教師の 「あなたた ちもここで作 る?」 とい

う言葉か けで遊 びの場が保障 され,遊 びが始 ま った。

D児 の 思 い と 言 動

① これで基地 を作 ろう

・ 「これ で 基 地 を 作 ろ うか 。 」 と言 い な

が ら巧 技 台 を運 ぶ こ とで,基 地 を 作 り

た い とい う気 持 ち を表 わ して い る。

②す べ り台を作 りたい

・す べ り台 を っ け た ら面 白 そ うだ と思 い

斜 面板 を つ け るの を手 伝 う。

・E児 が ジ ャ ンプ す るの を見 て ,面 白 そ

うだ な と思 い や って み る。

くフや って み る と面 白 い。

③一 番高い所か ら

ジャンプ したい

・両 手 を振 りな が ら勢 い を つ け て跳 ぼ う

とす る。

dハ ラハ ラ,ド キ ドキ して い る。

☆F児 の 動 きや 表 情 を 見 て,F児 が 自分

と同 じよ う に ため らう気持 ち や,怖 い

気 持 ちを 味 わ って い る こ とに 気 付 く。

周 囲 の 状 況

・教師の言葉かけで遊 びの場が保障 され た。

今 まで 漠然 と して い た遊 び に対 す る思 い

が,こ こで基地作 りに向か ってい く。

・E児 が 斜 面 板 を 運 ん で きた こ とが き っか け

とな り,す べ り台 を 付 け た い とい う思 い を

もつ。

・同 じよ うに遊 ぶE児 とF児 が い る。

・ジ ャ ンプ を始 め るE児 が い る。

騰 麗 鷲 ようと思う高さ)

・D児 の 動 きか ら跳 ぼ う と して い る ことが 分

か り,F児 もや って み よ う とす る。

・F児 も両 手 足 で い ろ い ろ な ポ ー ズ を と って

跳 ぼ うとす るが,な か な か跳 べず に い る。
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・F児 頑 張 れ よ と い う気 持 ち で 「ヨ ー

↓
イ,ス タ ー ト」 と 声 を か け る。

・跳 べ なか っ たF児 の 姿 を 見 て 「よ し,

跳 ぶ ぞ 。 」 と い う思 い が 強 くな り,

跳 ぶ 。

dで きち ゃ った。 嬉 しい な。

⑤ も う1回 や って み よ う

・E児 ,F児 が 「わ あ 一。 」 とい う歓 声 を あ

げ な が らD児 を 見 る。

・E児 とF児 が まね を して跳 ぼ う とす る。

考 察

○ どの よ うな 感 情 を 味 わ って い た か

・友 達 が 自分 の 思 いを 受 け 入 れ て くれ る心 地 よ さを 味 わ って い る。

・少 し難 しそ うな 高 さの 巧 技 台 に挑 戦 して ,ジ ャ ンプ で きた嬉 しさ や喜 びを 感 じて い る。

・ハ ラハ ラ ドキ ドキす る ス リル 感 を 味 わ い な が ら,気 持 ちが 高揚 して い くの を 感 じて い る。

○ 自分 や 友 達 の 思 い に,ど の よ うに気 付 い て い ったか

・友達 が 斜 面 板 を運 ん で くる ,友 達 が 自分 の ま ね を して くれ る,友 達 が ジ ャ ンプ を始 あ るな

ど の友 達 の 動 きが,D児 の 思 いが は っ き り して い くき っか け とな って い る。

・少 し難 しそ うで 挑 戦 で き る物 を 見 付 け た こ とで ,D児 の 思 い が は っ き り して きて い る℃

・F児 の動 き を見 て ,自 分 が 味 わ って い た た め ら う気 持 ちや 怖 い 思 い をF児 も味 わ って い る

こ とが 分 か った。 同 じよ う な感 情 を 味 わ って い る友 達 の 思 い に気 付 い た こ とで,④ の よ う

な 自分の思 いを強 くもっ ことがで きた。

○ 教師の援助

・D児 が 自分 の思いを出 しやす いように,

友達関係 の安 定を図 り,遊 びの方向を定

めていけ るよ うな物 の提示 や,イ メージ

を もて るよ うな遊 びの援助が必要で ある。

・自分の思いに気付 くためには,挑 戦 した

い と思 うよ うな環境 を構成 した り,「 友

達 と一緒 だ。 」 と感 じ安心 して気持 ちを

奮い立たせて取 り組 め る機会 を作 った り

す ることも効 果的な援助で ある。
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事 例(3)

友達 と目的を実現す るために,遊 び方 について共通理解 を必要 とす る場面

に出合 い,相 手 の思 いに気付 いて いったH児 の事例(3年 保育5歳 児)

7月 上 旬H児 は,1児 ・J児 ・K児 の3入 と一 緒 に ビー玉 の迷 路 ゲ ー ム を作 る とい う共

通 の 目的 を も った。 「大 きい箱 に作 ろ う」 「段 ボ ール を使 お う」 な ど と友 達 と相 談 しな が

ら,ゲ ー ム の 外枠 に使 う箱 を選 び,作 り始 め る。

H児 の 思 い と 言 動 周囲の状 況 C 髪畢男憲い)

・ビー玉 ゲ ー ムの 部 品 に使 う材 料 を,友

達 や教 師 と一 緒 に探 し選 ぶ 。

・以 前 の経 験 を思 い 出 し,

こ こに迷 路 作 った よ ね。 」 と言 う。

☆ 友達 も 自分 と同 じ目的 な ん だ な。

ゆ 気の合 う雄 と,ビ ー玉 ゲームを作 りた・・i

使 う材料を,友 ・材 料 を一 緒 に探 し選 ぶ

選 ぶ 。 ・H児 に言 わ れ て ,1児

,友 達 に 「前 さ, た ゲ ー ムの こ とを思 い

。 」 と言 う。
・二 人 ず っ に別 れ て ゲ ー

なんだな。w (H児 と1児,J児 と

1児 は,過 去 に作 っ

② ビー玉が通 る迷路の ゲームを作 りたい

・ゲームの外枠 の蓋をはさみで切 りなが

ら,ビ ー玉の通 り道 を作 る考 えを言 う。

d作 る楽 しさ

・箱 の 蓋 を段 ボ ー ル切 りで 切 り始 め る。

・H児 の 考 え を 聞 くが ,先 に蓋 を切 って

ゲ ー ムの外 枠 を作 る こ とを主 張 す る。

③ 早 くビー 玉 の 通 る道 を は っ き り した い

・材 料 入 れ か ら ビー 玉 を 取 り 出す 。

☆1児 は外 枠 を 完 成 させ る こ と に こだ わ

って い る ら しい 。

・1児 が 切 って い る部 分 を 手 伝 う。

先 にゲームの外枠 を完成 させたい

t

・ 「まだ ,ビ ー 玉 は い らな い よ。 」 と言

い,外 枠 の 箱 の 蓋 を切 り続 け る。

・H児 が 代 わ って 切 って くれ るの で ,1

児 は,切 りや す い よ う箱 を 押 さえ る。

④筒を使 って ビー玉が通 る道 を作 りた い 迷路 の部 品を切 ってか ら迷路を考えたい

☆1児 は違 う進 め方 で 作 りた いの だ な。

・自分 の ゲ ー ム の イ メ ー ジを伝 え る。

☆1児 の 気 持 ち もゲ ー ムの 内容 に 向 か っ

て きた こと を感 じとる。

・箱 と箱 の っ な ぎ 目を切 り取 って つ な ぐ。

・っ な ぐ部 分 に筒 を付 けれ ば失 敗 しな い

こ とを,H児 に説 明す る。

d自 分 の 考 え が 認 め られ た喜 び

・別 の ゲ ー ム を作 って い るJ児 ・K児 の

思 い も聞 く。

☆ ゲ ー ム をっ な げ た い のだ な。

・友達 や教 師 が どん な ゲ ー ム にな るの か

聞 き,期 待 す る気 持 ちを 伝 え る。

・1児 も 自分 の 作 りた い ゲ ー ムの イ メー

ジをH児 や教 師 に伝 え る。

・H児 が 考 え た ビー玉 の 道 を受 け入 れ る。

・H児 の 考 え で は っ な ぎ目 に ビー玉 が ぶ

っ か り失 敗 す るの で は な い か と伝 え る。

・H児 の 考 え が 分 か り 「それ ,い いね 。」

と認 め る。

・H児 に聞 か れ て ,J児 やK児 は 「ゲ ー

ムを っ な げ た い 。 」 と言 う。
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・2っ の ゲ ー ムを っ な げ る工 夫 をす る。

・1児 が 付 け る道 を 「こ こに付 け な いで 」

と,拒 否 す る。

d自 分 の 考 え を 受 け 入 れ て も らえ な い不 満

☆ 友 達 は 自分 の 考 え と違 うん だ な。

・分 か って も らお う と話 した り,友 達 の 考

え もよ く聞 こ う と した りす る。

・何 度 も試 して ,ビ ー 玉 が迷 路 の い ろ い ろ

な 道 を 通 る様子 を よ く見 る。

☆ 友 達 の 考 え の 面 白 さが 分 か って く る。

↓ ・H児 と一 緒 にっ な げ る方 法 を 考 え る。

ゲ ー ム を面 白 くす るた あ に,ゴ ー ルや

迷 路 を増 や した い

・1児 は ,自 分 の 考 え が ゲ ー ム を面 白 く

す る た め に必 要 な こ とを説 明す る。

・K児 も,ビ ー玉 が い ろ い ろ な道 を通 っ

て ゴー ル に い く面 白 さを伝 え る。J児

は,試 して み る必 要 性 をH児 に伝 え る。

・H児 と一 緒 に何 度 も試 して ,ビ ー玉 が

い ろ い ろ な道 を

通 る様 子 を楽 しむ 。

⑥ ゲ ー ム を も っ と面 白 く した い

・波 板 段 ボ ール 片 を 使 って迷 路 を工 夫 し,

カ ー ブす る道 を 作 る。

・友 達 の考 え た ,rパ ワ ーを 吸 い 取 る道 』

rト ンネ ル』 な ど の ア イ デ アを 認 め,

ゲ ー ム を 自分 で や って 楽 しむ 。

d目 的 を 友達 と一 緒 に実 現 した 喜 び

・工夫 して迷 路 や ト

ンネ ル な どを作 る。

・H児 の工 夫 が 分 か

り,認 め る。

・友 達 や 教 師 も一 緒

にゲ ー ムを楽 しむ 。

考 察

○ どのよ うな感情 を味わ って いたか

・友達 に 自分の言動 を受 け止 め られ る喜び とともに,受 け入れて もらえない時 に自分の気持

ちを コン トロールす ることや,相 手の思いを受 け入れ る必要性 を感 じとりなが ら,友 達 と

一緒 に考えを出 し合 って 目的を実現す る楽 しさを味わ う。 自分のイメー ジや考えが実現 し

た満足感を味わ う。

○ 自分や友達 の思 いに,ど のよ うに気付 いてい ったか

・共通の 目的があ ることによ り,ゲ ームの作 り方 について共通理解を必要 とする場面(① ④

⑤)が あ り,そ こで友達 が違 う考 えを出 した り,自 分の思 いを受け入れて くれた りす るこ

とによって 自分の思 いがは っきりした り,相 手の思いに気付 いたり してい る。

・共通経験を思い 出 し合 うことによ って(①) ,自 分の思 いを具体的 に した り,相 手 の思 い

を知 ろ うと した りして いる。

・友達の考えを受 け入れて試す ことで,ゲ ームの面 白さが分か り友達の思 いに も気が付 いた。

・相手の言動 に興味を もってい ることや,自 分の話を聞いて くれ るで あろ うとい う仲間に対

しての安心感や仲間 と しての意識が,友 達の思 いに気付 く要 因になって いる。

○ 教師の援助

・思 いを実現 しよ うとす る姿を温 か く見守 りなが ら,イ メー ジが実現 しやす い材料を今まで

の経験 を踏 まえて提示 した り,目 的実現の喜 びに共感 した り して い くことが大切であ る。

・互 いに考えを 出 し合 った り受け入れ合 った りして進あてい る姿 を認 あ,友 達の思い に気が

付 きに くい場面で は,相 手の言 動に気持 ちが向 け られ るよ うなかかわ り も必要であ る。
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IVま とめ と今後の課題

1ま とめ

研究 を進 めて きた中で,自 分や友達の思いの気付 きにっ いて次のよ うな ことが分か った。

(1)幼 児は,自 分か ら周 囲の環境 に働 きかけ る中で様 々な欲求 ・興味を もち,自 分 の思 いが

はっきりしてい く。 自分 の思 いに応 じて環境 とかかわ り,そ の思いを実現 して遊ぶ と面白

い とい う経験 の積 み重 ねが,周 囲 にいる友達の思いに も目が 向 くことにつなが る。

(2>幼 児は,友 達 とのかかわ りの中で 自分の欲求や思いを出 し,そ れ に対 して友達 が呼応 し

た り反論 した りす るな ど反応 して くれ る ことや,友 達 の して いる ことを見て,自 分 もや っ

てみ ようと思 った り行動 した りする ことで,自 分の思いをよ り意識 してい く。 この幼児の

思 いは一っで はな く,幾 っ もの思いが友達 とのかかわ りの中で揺れ動 いて いるといえ る。

また,友 達 と遊びたい とい う思いに支え られて いるか らこそ,友 達 の思 いに目を向 けるよ

うにな って い く。 この ように,自 分の思いに気付 くことと友達の思いに気付 くことは,相

互 に関連 して いる。

(3)幼 児は遊 びに対す る思 いやイメー ジが強 ければ強いほど,友 達の思いやイ メー ジにぶ っ

か る機会が多 くな り,友 達 の思 いに気付 きやすい。また,友 達の思 いに気付 くことが多け

れば多い ほど遊 びに対 す るイ メー ジが 強 くな り,充 実 した遊 びや生活 にっなが ることがで

きる ことが分か った。

また,教 師の援助の在 り方 と しては,次 のよ うなことが分か った。

(1)自 分の思 いに気付 くため には,興 味を もっよ うな物や 自分に働 きかけて くれ る友達,受

け入れ た くな るよ うな動 きを してい る友達 の存在が必要であ ることが分か った。 自分の思

いに気付 くき っか けや モデル にな るよ うな友達の動 きが見 られない時には,教 師が その友

達 の役割 を果 たす ことも必要であ る。

② 幼児の思 いは一っで はな く様 々な思いが揺 れ動 いて いる。その思いのどれ を どのよ うに

実現 すれ ばその幼児の発達 に必要な経 験がで き,充 実 した生活につなが るの かを見取 り,

援助 を して い くことが大切で ある。そのためには,幼 児の動 きや思いを的確 に受 け止 め,

幼児の思 いに添 って援助の方法を工夫す る必要が ある。

2今 後の課題

今年度 は様 々な幼児の事例か ら自分 や友達の思い に気付 くきっか けや要因 と教師の援助を

探 って きた。今後 は,継 続的に対 象児を観察 し,自 分の思いに気付 いて い く過程を明 らか に

し,幼 児の 内面 によ り近づ くための援助 を探 って いきたい。
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